
バ
た

一
´
耳

ヽ１
ィ

コ
／

ζ

“

《

鋭 ウヵ曰寺

がグぉださんヘ

夕́.4′

幣椛豚1淵顔
(1::llill:::|:i:|lliil:::i:|::::::」

 と::::亀
αl::ill.

´彙飴%2貧ナー宦フマずこギμい

箭『臨
髯
'第

粉
ll藷

寝

リア∫乏春11く 力、電爺ヽ1′

そ麻 N
イツク

サ裁令事「に入フたグ
z々 尺濤縁グ'1れ′

`考^こ
〃々`

ル
"1:F-11ハ

t,ll士 みオ嗚 夕さA″

イ タ警倫夢Fヴ いや有載筋労十√。

そ夕風7k人 も′分だく(ま だいで'じ r)も

躍考脅),こ うの」素しくださそう」だぜヒいフ

イ酪見tてくずオ瑞焚u tiぎます。

勤ぢ努願ぃです。●ピラt読んでな

τ彦め多くづ
彬マ,t手

しレ`ち暉
ゥが

出

だ
勁
ｒ
Ｆ
と

一押一論 ahJ A

フたゲUヽわつ々て討論をするこヽりもので'ち

A.翻甕 課 無 鈴Lバリペリあうまt全曰大会もちりま魂

ハ%でt入承まt罪考挙を手肇著纂
ガ人t‰'

人も文浄も発Z系 もりFり
・ 黎ゝま丸

Q寧女には71

A.ぶせい      が公3ちちり′▼じム(つく)

'だ

能とがてまtrヮ子、入,7・ 4ち ヶ署舞F受

の?
千牙

～
―卜です。ψゝるミく に,t了旬翅貨」ヒ

ハ録寮准膨され蟹 愛
%2年理表ダ登,~濠バこ老でしにハ 全曰趙 R
出す易でですじた。

一訂
論
夕
と
傷

‐
①

メ
笙
で
身
ヽ

ワ
げ

ス

る
」

由
じ

，
Ｉ
僣眉
Ｉ
ネ

与
，‐岡
亀
０
呼
亀

命
野
ド
併
と
が
う

キニ
ュ
ト
■
沖
じ
＞
マ
イ
ン
は

，属
些
薇
■
ビ
か
働
‘
い

酌
参
ｔ
斉
鈴
考

に
入
ズ
７
ぇ

身長任め
求 だ″

男鶏「員
(旬にゝ よム″

りあえ蠣肇猟1タ


